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高裁支部長就任者のキャリアパス分析
その経歴的資源に着目して
西　川　伸　一
一《論文要旨》
　全国に8つある高裁のうち，4高裁に6つの支部が置かれている。そして，これ
ら「支部の事務を総括する」のが支部長である。このポストの司法行政上の位置づ
けはどうなっているのか。本稿はこの点を，6支部それぞれの支部長歴代就任者の
経歴的資源に注目して分析した。併せて，東京高裁の「特別の支部」である知財高
裁所長ポストにも同様の検討を加えた。
　その結果明らかになったことは，次のとおりである。
　（1）高裁支部長ポストに就くのは実務裁判官であり，最高裁事務総局の勤務経験
　　をもつ司法官僚，言い換えればエリート裁判官が着任することはない。
　②　高裁支部長経験者が高裁長官に到達することはない。地家裁所長には達する
　　が，その8割は司法行政上の格付けが低い地・家裁所長ないしは家裁所長であ
　　る。
　③　高裁の司法行政ポストの格付けは，高裁長官〉知財高裁所長〉知財高裁部総
　　括〉高裁本庁部総括〉部が設置されている高裁支部の支部長〉高裁支部部総
　　括〉部が設置されていない高裁支部の支部長となっている。
　一口でいえば，高裁支部長ポストは冷遇ポストにほかならない。そして，高裁本
庁の管轄地域と高裁支部のそれとでは，明確にキャリアの異なる裁判官が配置され
ている。とはいえ，どこに住んでいるかで裁判を受ける権利に「ばらつき」があっ
てはならないはずである。
キーワード　高裁支部長，経歴的資源，
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はじめに
　私は前著（西川2010b）で最高裁裁判官，高裁長官，地家裁所長，および
最高裁事務総局（以下，事務総局）幹部らの歴代就任者のキャリアパスを分
析した。その際に用いたのが，経歴的資源①という仮説的概念である。そ
の結果，これら裁判官幹部ポストには，同じ審級であっても実際には厳格な
上下関係が存在することが導き出された。たとえば，東京高裁管内には20
の地家裁所長ポストがある。それらは事実上決して同格ではなく，緻密な序
列の下に置かれている（西川2010b：93）。
　本稿は高裁支部長歴代就任者を取り上げて，同様の検討を試みようとする
ものである。現在，高裁支部②には次の6支部がある（3）。
　　名古屋高裁金沢支部〈16＞・広島高裁岡山支部〈16＞・広島高裁松江支部
　　＜16＞・福岡高裁宮崎支部〈20＞・福岡高裁那覇支部＜20＞・仙台高裁秋田
　　支部〈17＞
　　　〈〉内の数は本稿が対象とする，戦後の司法修習を終えて就任した各高裁支
　　　部長の総数。
　これら高裁支部の歴代支部長合計105人の経歴的資源を支部長ポストごと
に累積して，各支部長ポストの司法行政上の位置づけを明らかにするω。こ
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れが本稿の目的である。さらに，東京高裁の特別の支部として2005年4月
に設立された知的財産高等裁判所（以下，知財高裁）の所長ポストについて
も若干言及する。先に結論を端的にいえば，いずれの高裁支部長ポストも司
法官僚の「出世」コースにはなく，実務裁判官向けの冷遇ポストだというこ
とである⑤。高裁支部長経験者が高裁長官に上がった事例はない。部が設置
されている高裁支部の支部長は部総括でもあるが，高裁本庁の部総括より低
い位置づけにある。
　以下，高裁支部長ポストがいかに冷遇ポストであるかを実証していくこと
にする。
1　高裁支部長にはいかなる裁判官が就くのか
経歴的資源からの検討
　本稿が対象とするのは，戦後の司法修習終了者のうちで2011年10月31
日までに高裁支部長ポストおよび知財高裁所長ポストに就いた裁判官である。
6つある高裁支部長ポストそれぞれの歴代就任者について，彼らの経歴的資
源を累積し，さらにそれらを全国的に集計したのが表1である。比較のため
に，表2として，高裁長官，地家裁所長，および事務総局局長の歴代就任者
の経歴的資源を掲げた。
　高裁支部長歴代就任者について，第一に出身大学をみると東大出身者が相
対的に多くを占めている。それでも，高裁長官，地家裁所長，および事務総
局局長ポストに比べればその比率はきわめて低い。一方で私立大学出身者が
四分の一近くを占めている。これは高裁長官および事務総局局長ポストのそ
の低い比率とは著しく異なっている。
　第二に，高裁支部長歴代就任者の級班区分には，いかなる傾向性が認めら
れようか。表1で明らかなように，このポストには司法官僚を意味するS
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表1　高裁支部長歴代就任者の経歴的資源
経　　歴　　的　　資　　源
出　身　大　学 級　班　区　分 男女別
高裁支部長
@　　　（総人数）〈％〉 東大 京大
国公
ｧ大私大 不明 S1S2 S3A1A2B1B2
事務
豪ﾇ
ﾇ長
?
女
名古屋高裁金沢支部長　　　　　　　　，，
?????
1 42??? 0 0 0 2 86 0 0 16 0
（16）〈％〉 37．5 6．3 2512．5 18．80 0 012．5 50論 曹噛@0 0 106澗
広島高裁岡山支部長　　　　　曾曾9曹 7 4 2 1 2 1 0 0 2 5 0 0 16 0
（16）〈％〉 43．8 2512．5 6．31薦 6．3 0 01Σ6
＿§50
31．3 0 0
??
0
広島高裁松江支部長　　　　，，， 2 4 1 6 3 0 0 0 1 6 9 0 0 16 0
（16）〈％〉 12．5 25 6．337．51忌：9 0 0 0
?
舗 56．3 0 6Ioo0
福岡高裁宮崎支部長　辱，，，
????
5 3 4 4 0 0 1 5 9 5 0 016 0
（20）〈％〉 20 2515
?? ??
0 0 5’2喜 45 25 0 0100 0
福岡高裁那覇支部長　　　　　P曾曾・ 4 5 4 6 1 0 0 3 7 9 1 0 0 19 1
（20）〈％〉 20 25 20 305
，曾
O 0 15 35 45?? 0 0 95
?
仙台高裁秋田支部長，，曾9曹●曹曽 5 0 4 7 1 0 0 0 211 4 0 0 17 0
（17）〈％〉 29．4 0 23．5 41．25．9 0 0 01L864．7 23．5，? 0100 0
全　国　総　人　数 28 19 1826 14 1 0 4 19 51 30 0 0104 1
　辱P・曾曽・i105）〈％〉26．718．117．1148133 1 0
?
1＆1
48．6 28．60
?
弱：6’而
作成参照：後掲の基礎資料1～6。以下の表3，表　4，および表6も同じ。
　　表2　高裁長官，地家裁所長，事務総局局長歴代就任者の経歴的資源
経　　歴　　的　　資　　源
出　身　大　学 級　班　区　分 男女別
ポスト名
i総人数）〈％〉 東大 京大
国公
ｧ大私大 その他 不明 S1S2 S3A1A2B1B2
事務
豪ﾇ
ﾇ長
? ?
高裁長官 63 30 9 5 0 011 25 27 2915 0 0 38 1061
（107）〈％〉 1＆6
曾曾噛9
Q8．0 8．4 4．7 0
，，曾曾曾@01α323．4 25．227．11互6
?
0 35．599．1
o：§
地家裁所長 333172 189235 5 19 25 5511630938167 0 6593221
　　　　曾i953）〈％〉
曾「9噛「
R4．9 18．019．824．7
??
9　2．0
2．6 5．812．2
　曾曾
R2．4痂 ??? 0 6．89乳巨
??
事務総局局長 41
????
5 2 0 0 14 27 13 5 1 0 0 60 0
（60）〈％〉
り曾曾
U8．3 20 8．3 3．3 0
1曾・99@02334521．78．3 1ヨ｝6 ??? 1006
作成参照：西川（2010b：44，61，76）
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級はほとんど就いていない。その就任者の95％は実務裁判官を指すA級な
いしB級である。言い換えれば，事務総局で局付判事補や課長を経験した
者が高裁支部長に出されることはほぼないのである。加えて，S級からの就
任がほとんどないことから容易に想像されることだが，高裁支部長就任者に
事務総局の局長経験のある者は一人もいない。
　彼らの中での多数派はA級2班である。すなわち，行政省庁等のポスト
へ栄転することはないものの，比較的恵まれた地裁，高裁に勤務し地家裁部
総括の経験のある者が半分近くに達している。また，B級2班からの就任は
皆無であることから，高裁支部長に就くには地家裁部総括が必須の経歴的資
源であるといえる。
　こうした高裁支部長歴代就任者の級班区分の比率は，高裁長官，地家裁所
長，および事務総局局長の歴代就任者のそれと比べると，実に対照的である。
事務総局局長ポストでは9割が，高裁長官ポストでは6割弱がs級である。
地家裁所長ポストでもS級は2割を占めている。確かに，高裁支部長就任
者にA級が多いことは地家裁所長就任者と似ている。ただ，B級からの就
任率で両者は大きく異なる。後者のB級就任率は前者のそれの4分の1で
しかない。
　栄達ポストである高裁長官，出世コースの事務総局局長，および実務裁判
官が就任者の8割近くを占める地家裁所長ポスト。これらに就く裁判官とは
明らかに別個な経歴的資源をもつ裁判官が，高裁支部長に着任しているので
ある。
　ちなみに，高裁長官，事務総局局長，および地家裁所長の場合，それぞれ
のポストを複数歴任する裁判官が多くみられる。しかし，高裁支部長ポスト
にはこうした現象は皆無である。つまり，ある高裁支部長に就いて，さらに
別の高裁支部長に回されることはない。それゆえ，相互の序列はつけにくい。
もっとも，広島高裁松江支部と仙台高裁秋田支部には部が設置されていない。
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当然支部長は部総括ではないため，他の4支部長より司法行政上「格下」に
なる。
定着地からの検討
　第三に，高裁支部長歴代就任者の定着地も吟味しておこう。元最高裁長官
にして「ミスター司法行政」こと矢口洪一（輪1期）によれば，裁判官は任
官して「十五，六年から十七，八年」でいずれかの高裁管内に「定着」する
（政策研究大学院大学2004：207）。その後は原則として，定着した高裁管内
での異動になる。高裁支部長にはその支部がある高裁管内に定着した者が就
くのだろうか。各高裁支部長歴代就任者を定着高裁管内ごとにブレークダウ
ンしたものが表3である。
表3　高裁支部長歴代就任者の定着高裁管内別の就任者数
　　　　　　　　　　管内
x部名（総人数）
東京 大阪 名古屋 広島 福岡 仙台 札幌 高松
金沢（16） 3 0 13 0 0 0 0 0
岡山（16） 8 6 1 1 0 0 0 0
松江（16） 1 7 0 7 0 0 0 1
宮崎（20） 11 3 0 1 4 0 0 1
那覇（20） ll 6 0 1 1 0 1 0
秋田（17） 6 0 0 0 0 ll 0 0
　卑表中の太字は，当該高裁支部のある高裁管内に定着した者がその高裁支部長に就任した場合
　　の数。
　この表から読み取れるように，名古屋高裁金沢支部長と仙台高裁秋田支部
長の両ポストは，それぞれの高裁管内の人事に組み込まれていると考えられ
る。これと対照的なのが，広島高裁岡山支部長と福岡高裁那覇支部長の両ポ
ストである。いずれも当該管内定着者からの就任は1人しかおらず，それ以
外は他の高裁管内定着者が「転入」して就いている。より具体的には，東京
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高裁管内および大阪高裁管内の定着者の出向ポストとみなしうる。
　中でも那覇支部長には東京定着者が多い。それは，1972年の沖縄の「本
土」復帰とそれに伴う福岡高裁那覇支部設置の経緯と関連している。復帰に
あたって，琉球高等裁判所首席判事の平田清祐は「やはり東京の方が何といっ
ても優秀な人材が揃っていることは確かなので，わたしは裁判官の人事問題
については，なるべく東京からの派遣をお願い」したという（平田1990：
212）。平田が折衝した相手は，当時事務総局人事局長のポストにあった前出
の矢口である。平田の懇請がかなって，基礎資料5のとおり，那覇支部長に
は東京高裁管内定着の「優秀な人材」が初代の藤井一雄（輪1期）⑥から6
人連続で送り込まれることになった。
　最後に，高裁支部長歴代就任者をジェンダーの視点からみると，その105
人の中で女性はこれまで一人しかいない。福岡高裁那覇支部長を務めた大城
光代（7）（期外・同支部長在任：1987．4，1～1989．6．1）である。表2に返ると，
地家裁所長には20人以上の女性が過去に就いている。高裁支部長にももっ
と女性裁判官を充てるべきであろう。
2高裁支部長はその後いかなる経歴をたどるのか
地家裁所長へ
　高裁支部長を務めた裁判官はその後いかなるキャリアパスをたどるのか。
高裁支部長の勤務経験者のうち，すでに退職した90人についてそれを示し
たのが表4である。参考までに，地家裁所長および事務総局局長の勤務経験
者のそれも掲げておく（表5）。
　表4から，高裁支部長に就くということは高裁長官には決してなれないこ
とがわかる。高裁長官へ至る栄進コースとは別のコースに，高裁支部長ポス
トは位置づけられているのである。就任者の約6割が高裁長官に至る事務総
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表4　高裁支部長歴代就任者のその後の経歴
そ　の　他　の　経　歴高裁支部長
@　　　（総人数）〈％〉 地家裁所長 高裁部総括 高裁長官
名古屋高裁金沢支部長雫，曹噛 12 3 0
（14）〈％〉 85．7 21．4 0
広島高裁岡山支部長 8 6 0
辱，，曾曾，曾辱，
@　（14）〈％〉 ，，曹曹99@57．1
曽9噛
@　42．9
　曹O
広島高裁松江支部長　　　，，，・曾曾・曾99 ?? 5 0
（13）〈％〉 76．9 38．5 0
福岡高裁宮崎支部長 14 3 0
（18）〈％〉 　　，FV7．8 16．7 　，O
福岡高裁那覇支部長 17 11 0曹曹「・9
（17）〈％〉 100 64．7 0
仙台高裁秋田支部長 11 8 0
辱．曾曾曾曾曾・曾999
@　　（14）〈％〉
，，，曾曾9曾9．曾曾
@　78．6曾曾曾辱@　57．1
，，，，，，@0
全　国　総　人　数 72 36 0　・
（90）〈％〉 80 40 0
＊「総人数」は当該高裁支部長ポストに就いてキャリアを終えた者の
　数である。以下の表6も同じ。
表5　地家裁所長，事務総局局長歴代就任者のその後の経歴
そ　の　後　の　経　歴ポスト名
@（総人数）〈％〉 地家裁所長 高裁部総括 高裁長官
地家裁所長 600 104　・・曾99
雫曹，曾，曾，曾，曾，層曾，
@（953）〈％〉 63．0 10．9
事務総局局長 49 25 35
　　，i60）〈％〉 　雫，曾W1．7
曾「曾曾，
@　4L7 583
作成参照：西川（2010b：58，78）
＊これらの数字は地家裁所長および事務総局局長の在職者や，それら
　を経てまだ定年に達せず裁判官として在職している者を含む。
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局局長ポストとは対極的といってもよい。
　なるほど，地家裁所長への到達という点では，高裁支部長と事務総局局長
の勤務経験者で大きな違いはないようにみえる。いずれの勤務経験者も，そ
の8割が地家裁所長へ達している。しかし，ここで注意すべきなのは，どの
地家裁所長ポストに就いているかである。高裁支部長および事務総局局長の
歴代就任者がその後に至った地家裁所長ポストを，地家裁所長の分類ごとに
ブレークダウンしたのが，表6および表7である。
　表6によれば，高裁支部長経験者が就く地家裁所長ポストの半分近くは家
裁のうち所長専任庁の所長である。次いで3分の1近くは地裁所長が家裁所
長を兼務する庁の所長（本稿では地・家裁所長と表記），残り2割ほどが家
裁所長を兼務しない地裁所長となる。これら3つの所長ポストをめぐる司法
行政上の序列は明らかに，地裁所長，地・家裁所長，家裁所長の順である
表6　高裁支部長歴代就任者の地家裁所長経歴
高裁支部長　　　　（総人数）
地家裁所長
A任者数
同の
ﾗ数
ia｝
当該高裁管
熄A任者数
@（b）
当　該
ﾇ内率
ib｝／（a）％
地裁
樺ｷ
地・家裁
梶@　長
家裁
樺ｷ
名古屋高裁金沢支部長（14） 12 16 13 813 0 6 10
広島高裁岡山支部長（14） 9 10 5 50 4 3 3
広島高裁松江支部長（13） 10 11 9 81．8 3 2 6
福岡高裁宮崎支部長（18） 14 21 9 42．9 3 9 9
福岡高裁那覇支部長（17） 17 28 10 35．7 9 5 14
仙台高裁秋田支部長（14） 11 15 12 80 2 8 5
全　国　総　人　数（90） 73 101
????，
21 33 47
〈％〉 81．1 5Z4 ，曾 曾2α8 327，99曾曹S65
　＊「当該高裁管内」とは，各高裁支部のある高裁管内の地家裁所長に就いた者の数，「地・
　　家裁所長」とは地裁所長が家裁所長を兼務する庁の所長のことである。
’1一lで複数の地家裁所長に就く者がいるので，のべ数も算出した。従って，各支部長の
　　行で「地裁所長」「地・家裁所長」「家裁所長」の合計数と「同のべ数」が一致する。
”＊ u当該高裁管内」「地裁所長」「地・家裁所長」「家裁所長」各列の最下段の％の分母はの
　　べ数（101）で，イタリックで示した。
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表7　事務総局局長歴代就任者の地家裁所長経歴
事務総局局長（総人数）
地家裁所長
A任者数
同の
ﾗ数
東京高裁
ﾇ　　内 地裁所長
地・家裁
梶@　長 家裁所長
総　務　局　長　（9） 9 14 11 9 4 1
人　事　局　長　（6） 5 6 6 4 1 1
経　理　局　長　（6） 6 13 10 7 5 1
民事・行政局長　（9） 9 16 12 13 2 1
刑　事　局　長　（7） 7 9 6 5 3 1
家　庭　局　長　（8） 8 16 9 5 2 9
37 65 49 38 15 12
〈％〉
，，曾曾曹9
@94．9 竃4
，曾曹T85 231 ，，曾卿曾曾P85
　’「総人数」および「合計」は当該局長ポストに就いてキャリアを終えた者の数である。
　　そのため表5の数値とは異なる。
　＊＊複数の局長を歴任する者がいるので，各列の合計数と「合計」欄の数字は合わない。
榊　一人で複数の地家裁所長に就く者がいるので，のべ数も算出した。従って，各局長の
　　行で「地裁所長」「地・家裁所長」「家裁所長」の合計数と「同のべ数」が一致する。
＊’”@「東京高裁管内」「地裁所長」「地・家裁所長」「家裁所長」各列の最下段の％の分母は
　　のべ数（65）で，イタリックで示した。
作成参照：西川（2010b：246－248）
（西川2010b：83）。東京家裁所長をのぞく所長専任庁の家裁所長ポストは，
いかなる高裁管内においても「出世」の点では下位に位置づけられる（西川
2010b：102，113，　124，　127，　135－136，　143，158）o
　高裁支部長ポストごとの特徴に着目すれば，福岡高裁那覇支部長だけは当
該高裁管内の地家裁所長に就く比率（＝「当該管内率」）が低い（35．7％）。
このポストを除外して，他の5ポストだけで「当該管内率」を算出すると
65．8％になる。福岡高裁那覇支部長ポストには那覇地裁所長，那覇家裁所長
と同様に，「ブーメラン・ポスト」⑧的性格が強い。換言すると，同支部長
に勤務した後は定着した管内に帰ってしまうのである。
高裁本庁部総括へ
ここで表4に戻れば，高裁支部長から地家裁所長を経て（場合によっては
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それを経ずに）高裁部総括に就く者が4割いる。とはいえ，下級裁判所事務
処理規則4条5項には「部の事務を総括する裁判官は，高等裁判所長官，地
方裁判所長，家庭裁判所長又は知的財産高等裁判所長若しくは高等裁判所，
地方裁判所若しくは家庭裁判所の支部長が属する部においては，その者とし」
（下線は引用者）と定められている。高裁支部に部が設置されている場合⑨，
高裁支部長はすでに高裁部総括なのである。
　ところで，組織的昇任管理の基本は，在職年数に従って組織行政上の評価
が高いポストに就けていくことであろう。最高裁による裁判官人事もこれを
準則としている。当然のこととして，本庁と支部は同じ審級である。しかし
実際には，高裁支部長，言い換えれば高裁支部の部総括から地家裁所長を経
表8　高裁部総括判事に占める地家裁所長経験者
庁　　名 部総括判事の数 うち地家裁所長経験者数
名古屋高裁 6 4
同金沢支部 2 0
広島高裁 4 3
同岡山支部 2 0
同松江支部 0 0
福岡高裁 8 7
同宮崎支部 2 0
同那覇支部 1 0
仙台高裁 4 2
同秋田支部 0 0
高裁本庁合計 22 16
高裁支部合計 7 0
＊作成の対象は2011年1月1日付で最高裁より指名された各高裁部総
　括判事。部が設置されている高裁支部については，それに支部長を加
　えてある。
作成参照：『官報』2011年1月19日。
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由して高裁本庁の部総括へ「出世」するレールが敷かれている。逆の，高裁
本庁の部総括から高裁支部長への異動例は皆無である。そして，表8を見る
と，高裁本庁の部総括には地家裁所長経験者が7割以上を占めている。
　要するに，高裁支部長および高裁支部の部総括には，高裁本庁の部総括よ
り「格下」の裁判官が就いていると理解するほかない。すなわち，高裁にお
ける司法行政ポストの序列は，高裁長官〉高裁本庁部総括〉部が設置されて
いる高裁支部の支部長〉高裁支部部総括〉部が設置されていない高裁支部の
支部長となっている。
　どこに住んでいるかによって，裁判を受ける権利に格差があってはなるま
い（道弁連2011）。もちろん，最高裁による人事評価と裁判官としての実際
の力量はまったく別物である。高裁支部にもすぐれた支部長，部総括が勤務
していよう。それでも，高裁本庁の部総括との経歴面での「異質性」は如実
である。
3　知財高裁所長にはいかなる裁判官が就くのか
　従来，東京高裁に置かれていた知的財産部（通常部4か部と特別部1か部）
が2005年4月1日付で知的財産高等裁判所へ移行した。この知財高裁は東
京高裁の「特別の支部」として設置された（知的財産高等裁判所設置法2条）。
通常の高裁支部とはどう違うのか。それを所長人事の点から確認していく。
　これまで3人が知財高裁所長に就いている。基礎資料7のとおり，出身大
学では東大が2人と一橋大が1人であり，級班区分は3人ともA級1班で
ある。つまり，3人とも事務総局での勤務経験はない。一方でいずれも地家
裁所長を，さらに2人は東京高裁部総括と知財高裁部総括を経ている。この
ように，3人に共通する経歴的資源をくくりだせば，知財高裁所長ポストに
は高裁本庁の部総括より高い位置づけが与えられていることがわかる。知財
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高裁所長のあと福岡高裁長官に昇進した例があることも，その要職ぶりを示
唆していよう。
　そこで，高裁の司法行政ポストをめぐる前出のランキングは，知財高裁の
それを加えることで次のように改められる。高裁長官〉知財高裁所長〉知財
高裁部総括〉高裁本庁部総括〉部が設置されている高裁支部の支部長〉高裁
支部部総括〉部が設置されていない高裁支部の支部長。
むすびにかえて
　　　「支部支部（渋々）と，支部から支部へ支部めぐり，支部（四分）の
　　虫にも五分の魂」（日本裁判官ネットワーク2001：193）
　これは1961年に任官し1995年に依願退官した田中昌弘（13期）が，自
らの境遇と気概を詠んだものである。田中は依願退官するまで9か所の任地
を回った。そのうちなんと6か所は地家裁支部であった。ついでながら，同
じ13期からには町田顕最高裁長官が出ている。町田の支部勤務は判事補時
代の1任地のみである（全裁判官経歴総覧2010：98－101）。
　とりもなおさず，支部には冷遇ポストというイメージが根強く⑩，また実
際に司法行政上そのような存在として運用されてきた。しかし，繰り返すが
地域によって裁判官の「ばらつき」があってはなるまい。本庁，支部にかか
わらず，裁判官を均質的に配置すべきである。そのはずが，弁護士から任官
した田川和幸（14期）の場合，勤務した4任地のうち3任地は地家裁支部
であった。田川は裁判官配置の不公平をこう憤っている。
　　　「現在行われている司法行政は，「一人支部は，事件数が少ないから，
　　多少裁判を間違っても，影響が少ないので，過疎地の住民の皆さんは若
　　い裁判官で我慢して下さい。」といっているのと同じではないか。」（田
　　Jll　1999：70）
　（395）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　235
政経論叢　第80巻第3・4号
　同様に，高裁支部にも高裁本庁とは「異質」の裁判官が送り込まれている。
本稿はこの点を高裁支部長ポストに注目して論証した。最高裁によるピラミッ
ド状の堅牢かつ緻密な人事管理がこうした事態を必然化している。支部の
「格下」感を一掃するには，このピラミッドを崩していかなければならない。
地方分権が求められるのは，裁判所も同様であるω。
　　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
（1）「将来のステップアップに有用と期待される経歴や過去の地位」をいう（西
　　川2010b：7）。より具体的には出身大学と司法行政ポストの勤務経験のことで
　　ある。とりわけ後者については，私は次のような「級班区分」を行っている。
表9　級班分類とその区分の指標
?
班 区　　分　　の　　指　　標
S 1 事務総局官房事務部局の局付と課長をいずれも経験した者
2 局付と課長をいずれも経験した者
3 局付と課長のどちらかを経験した者
A 1 最高裁調査官もしくは司法研修所教官として，または行政省庁
凾ﾉ動務した経験のある者
2 上記以外で大都市地裁・高裁勤務の長い者
B 1 上記以外で地家裁部総括の経験のある者
2 上記以外で地家裁部総括の経験のない者
出所：西川（2010b：24）に一部加筆。
（2）
（3）
高裁支部に関する裁判所法の規定は次のとおりである。
　第22条　（支部）　最高裁判所は，高等裁判所の事務の一部を取り扱わせる
　　ため，その高等裁判所の管轄区域内に，高等裁判所の支部を設けること
　　ができる。
　2　最高裁判所は，高等裁判所の支部に勤務する裁判官を定める。
かつては札幌高裁函館支部があったが，1971年7月31日をもって廃止され
た。その後1972年5月15Hの沖縄の「本土」復帰と同時に福岡高裁那覇支
部が設置された。函館が廃止され那覇が新設された事情については，西川
（2010a：201－202）。事実上，那覇支部設置のために函館支部を廃止された札
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　　幌高裁長官の仁分百合人は，復帰前の琉球高等裁判所首席判事で復帰後は初代
　　那覇地裁所長となった平田清祐に，長官所長会同でいっしょになっても「挨拶
　　もされなかった」という（平田1990：209）。
（4）　下級裁判所事務処理規則は，支部長を次のように規定している。
　　　　第3条　高等裁判所，地方裁判所又は家庭裁判所の各支部に勤務する裁判
　　　　　官が一人のときは，その裁判官を支部長とし，二人以上のときは，最高
　　　　　裁判所がそのうちの一人に支部長を命ずる。
　　　　2　支部長は，当該支部の事務を総括する。
　　　　第4条　各高等裁判所及び各地方裁判所に部を置く。高等裁判所及び地方
　　　　　裁判所の支部並びに家庭裁判所及び家庭裁判所の支部に部を置くことが
　　　　　できる。
　　　　　　（中略）
　　　　5　前項の規定により部の事務を総括する裁判官は，高等裁判所長官，地
　　　　　方裁判所長，家庭裁判所長又は知的財産高等裁判所長若しくは高等裁判
　　　　　所，地方裁判所若しくは家庭裁判所の支部長が属する部においては，そ
　　　　　の者とし，その他の部においては，毎年あらかじめ，最高裁判所が，当
　　　　　該高等裁判所の長官又は当該地方裁判所若しくは家庭裁判所の所長の意
　　　　　見を聞いて，指名した者とする。
　　　すなわち，部が設置されている高裁支部の支部長は，その支部の事務を総括
　　するのみならず，支部で自らが属する部の部総括判事も務める。
（5）私は事務総局の局付判事補や課長の経験者を「司法官僚」，その経験がなく
　　主に現場での法廷実務に携わっている裁判官を「実務裁判官」とよんでいる。
　　表9でいえば，前者はS級，後者はA級ないしB級に区分される。くわしく
　　は西川（2010b：23－24）。
（6）　矢口は藤井について「沖縄に福岡高裁の支部ができましたので，支部長には
　　藤井一雄君に行ってもらいました。東京高裁の刑事の判事で，私の同期ぐらい
　　で，刑事では一番良くできると言われていた人です」と評している（政策研究
　　大学院大学2004：200）。一方，平田は「〔藤井は〕最高裁からアメリカ研修に
　　派遣された経歴もあり，英会話にも通じているので特に沖縄勤務を命ぜられた
　　ものと思う」と推測している（平田1990：254－255）。
（7）大城光代はその後，那覇家裁所長，那覇地裁所長を歴任している。高裁支部
　　長および高裁支部所在地の地裁所長と家裁所長のすべてに就いたのは，大城だ
　　けである。
（8）　ある高裁管内のエース級の裁判官に，他の高裁管内を経験させるためにいっ
　　たん管外に出す人事慣行を指す。それが終わればブーメランのように，再び管
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　　内に戻ってくる（西川2010b：98－99，135）。
（9）表8にあるように，広島高裁松江支部と仙台高裁秋田支部には部が設置され
　　ていない。一方，高裁は本庁と支部とを問わず合議体裁判を処理するのが通常
　　であるから，これら支部にも支部長を含め3人の裁判官が配置されている。下
　　級裁判所事務処理規則5条1項は「合議体は，一の部又は支部の裁判官でこれ
　　を構成する」と定あている。この合議体の裁判長は下級裁判所事務処理規則5
　　条2項に従い，支部長が務めることになる。
　　　下級裁判所事務処理規則5条2項は「合議体では，第三条第二項又は前条第
　　四項の裁判官が裁判長となる。」と規定し，3条2項は「支部長は，当該支部
　　の事務を総轄する。」と定めている。よって，「第三条第二項の裁判官」とは当
　　該高裁支部長を指している。
（10）2008年12月24日に，宇都宮地裁の下山芳晴判事（36期）が弾劾裁判によ
　　り罷免判決を受け，法曹資格を失った。同年8月8日に，彼は甲府地裁でストー
　　カー規制法違反の有罪判決を言い渡されていた。下山の甲府地家裁都留支部長
　　在勤時の事件である。下山は都留支部長のあとは東京に戻れると期待していた。
　　ところが内示を受けたのは，宇都宮地家裁足利支蔀長であった。「業績」が評
　　価されず，意に沿わぬ異動の内示を受けたことも，事件の背景にあったのでは
　　ないかと推測されている。
（11）　1971年に最高裁によって再任拒否された宮本康昭弁護士（13期）は，高裁
　　管轄区域を単位とした「司法の地方分権」を主張する。すなわち，高裁単位の
　　人事を行えば，「優れた都市部，凡庸な地方という仕分けをして，地方の裁判
　　官は凡庸で東京は優れた裁判官だというような差別と競争もなくなっていくだ
　　ろうと思います」という（宮本2011145）。
　　　法社会学者の馬場健一も，高裁の「道州最高裁」化および下級裁判所裁判官
　　指名諮問委員会の権限の地方委員会への大幅委譲を提案している。「日本裁判
　　官ネットワーク創立10周年シンポ」（2009年11月21日）における馬場健一
　　の報告レジュメ「裁判官制度改革のこれまでとこれから」。
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基礎資料
表のみかた
「期」：司法修習の期数。そのうち「輪1」「輪2」はそれぞれ「高ee　1期」「高輪2
　　　期」である。「外1」は期外で，1971年3月沖縄弁護士特措法選考による裁
　　　判官を示す。
「級班」：注（1）の表9に基づく各裁判官の級班区分。
「定着地」：各裁判官が定着した高裁管内。
「総局局長」：事務総局局長の勤務経験。
「任」「免」：当該高裁支部長ポストの任免年月日。
「地家所長」：地家裁所長の勤務経験。「地」は地裁所長，「家」は家裁所長，「地家」
　　　は地・家裁所長。「高」は高裁判事。
「高総括」：高裁部総括の勤務経験。
「高長官」：高裁長官の勤務経験。
「○」：現職者。従って，その者のそれ以降に就く可能性のあるポストは網掛けとし
　　　た。
　基礎資料の作成根拠は，『裁判所時報』各号および『裁判官経歴総覧　第5版』
である。
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基礎資料1歴代名古屋高裁金沢支部長
No． 氏　　名 生年 性別 出身大学
?
級班 定着地 総局ﾇ長 任
?
地　家　所　長 高総括 高長官 退職形態
1 中原　　守 1918
?
不　　明 輪2 A2名古屋 X 1978．4．11978，6．22 × × X 任期終∫退官
2 黒木　美朝 1924
?
京　　大 1 A2名古屋 X 1978．6．231982．4．ll金沢家 名占屋 ? 任期終r退官
3 辻下　文雄 1924
?
東　　大 2 A2名占屋 ? 1982．4．11 1982．10．1富山地家 X × 依願退官
4 山内　茂克 1924
?
東北大 4 A2名古屋 × 1982．10．11985，8．1福島家，富lll地家 X X 依願退官
5 杉浦龍二郎 1925
?
東　　大 7 A2東　京 × 1985．8．11988，12．1富山地家 ? ? 依願退官
6 井上　孝一 1931
?
不　　明 8 B1 名古屋 × 1988」2．11993．Ll3 ? × X 依願退官
7 小島　裕史 1937
?
金沢大 14 Al 名占屋 X 1993．1．13 1996．7．15秋田地家，名古屋家 名古屋 × 定年退官
8 高木　　実 1934
?
東　　大 ll B1 名古屋 ? 1996，7．151998，1．11高松家 X X 定年退官
9 佐藤　寿一 1935
?
東　　大 15 Bl 名古屋 X 1998，1．ll1999，7．12金沢家 × × 定年退官
10窪田　季夫 1936
?
金沢大 18 A2名古屋 × 1999．7．12 2000．9．25金沢家 ? ? 定年退官
11前原捷一郎 1945
?
東　　大 22 A2名古屋 ? 2000．9．252001．12．24金沢家，三重地家 名古屋 × 依願退官
12川崎　和夫 1946
?
九　　大 23 A1東　京 × 2001．12．242003．3．31熊本家 X × 依願退官
13安江　　勤 1947
?
中　　大 24 Bl 名古屋 X 2003，3．31 2006．9．26金沢家，名古屋家 × × 依願退官
14青木　正良 1948
?
立　　大 24 B1 東　京 × 2006．9．262008．10．18蜜山地家 × × 依願退官
15渡辺　修明 1949
?
東　　大 26 B1 名古屋 × 2008．10．182010．3．8 ? 名握○
16伊藤新一郎 1947
?
不　　明 26 A2名古屋 × 2010．3．8○
゜。???????
基礎資料2　歴代広島高裁岡山支部長
（????
??
No． 氏　　名 生年 性別 出身大学 期 級班 定着地 総局ﾇ長 任 免 地　家　所　長 高総括 高長官 退職形態
1 渡邊　忠之 1921
?
東　　大 輪2 Sl 東　京 X 1974．3．51975．12．10長野地家 東　京 × 依願退官
2 加藤　　宏 1922
?
京　　大 2 Al東　京 × 1975．12ユ0 1979．1L　2× X × 依願退官
3 福間　佐昭 1925
?
東　　大 2 Bl 東　京 × 1979．IL　2 1982．6．24山口地＊ 広　島 × 依願退官
4 安井　　章 1922
?
京　　大 3 A2東　京 × 1982．6．241984．4．1松山地＊ 広　島 X 定年退官
5 長久保　武 1925
?
中　　大 4 Bl東　京 X 1984．4．11986．1．17松江地家 大　阪 × 定年退官
6 渡辺　伸平 1931
?
神戸大 7 A2広　島 × 1986．L271988．10．1山口地，岡山地 × × 依願退官
7 高山　健三 1931
?
不　　明 7 A2大　阪 × 1988．10．11994．9．2 × X × 定年退官
8 川上　美明 1934
?
京　　大 12 Bl大　阪 × 1994．9．3 1995．4．1 × × × 依願退官
9 福嶋　　登 1935
?
九　　大 12 A2東　京 X 1995．4．1 1997．3．9松江地家 広　島 X 定年退官
10伊藤　邦晴 1934
?
不　　明 12 A2名古屋 × 1997．3．91 99．3．19 × × × 定年退官
11妹尾　圭策 1937
?
東　　大 16 A2大　阪 × 1999．3．201999．12．17 × 大　阪 × 定年退官
12前川　鉄郎 1938
?
東　　大 16 A2大　阪 X 1999ユ2．172003．12．18 × × × 定年退官
13安原　　浩 1943
?
東　　大 20 B1 大　阪 × 2003，12．182007．4．19松山家 X × 定年退官
14及川　憲夫 1948
?
東　　大 26 A2東　京 X 2007．4．192008．10．17福島家 ? × 依願退官
15小川　正明 1947
?
東　　大 27 Al東　京 × 2008．10．172010．3．30前橋家○ 驚霧…嚢蓑 糠醗華・
16高田　泰治 1950
?
京　　大 27 Bl 大　阪 X 2010，330○
了「「
肖1曲 vげ肖
C曲
罫ゴ・、二
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’広島高裁部総括のあと当該地裁所長に就任。
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（?????
基礎資料3　歴代広島高裁松江支部長
No． 氏　　名 生年 性別 出身大学
?
級班 定着地 総局ﾇ長 任 免 地　家　所　長 高総括 高長官 退職形態
1 熊佐　義里寧 1919
?
東　　大 輪2 A2広　島 X 1973，L161974．1L　9山口家，広島地 広　島 × 定年退官
2 干場　義秋料 1920
?
中　　大 2 B1 広　島 × 1974．11．91976．11．22松江地家 広　島 ? 定年退官
3 竹村　　壽率韓 1934
?
中　　大 1 B1 広　島 × 1976．11．221978．4．1岡山家 広　島 X 定年退官
藤原吉備彦† 1918
?
東　　大 1942試補広　島 × 1978．4．1 1983．4．1× ? X 依願退官
4 田邊　博介 1925
?
京　　大 3 Bl 広　島 X 1983．4．1王985．9．10山口地 X × 依願退官
5 古市　　清 1924
?
不　　明 7 Bl 高　松 X 1985．9．14 1987．12．5松山家 ? ? 定年退官
6 広岡　　保 1928
?
不　　明 9 A2大　阪 × 1987．12．51990．4．1岡山家 X X 定年退官
7 角谷三千夫 1933
?
京　　大 9 A2大　阪 × 1990．4．1 1993．7．5山口家 大　阪 X 定年退官
8 長谷　喜仁 1933
?
関西大 11 A2大　阪 × 1993．7．5 1995．1Ll7高松家 × X 定年退官
9 林　　泰民 1937
?
京　　大 15 A1 大　阪 × 1995．11．171998．3．31 X × X 依願退官
10角田　　進 1939
?
明　　大 17 Bl 広　島 × 1998．4．1 1999．1L22鳥取地家 × × 依願退官
11前川　豪志 1936
?
東　　大 21 Bl 広　島 X 1999．IL22200L　5，9 X × × 定年退官
12宮本　定雄 1938
?
不　　明 21 Bl 大　阪 X 200L　5．10 2003．8．15× × × 定年退官
13廣田　　聰 1946
?
東北大 23 B1 広　島 X 2003．8．16 2004」2，16山口地 広　島 X 定年退官
14赤西　芳文 1948
?
京　　大 26A2大　阪 X 2004．12．162007．1．4神戸家 大阪○
15古川　行男 1948
?
中　　大 26 A2大　阪 × 2007．1．42010．6．23山口地○
16中野　信也 1947
?
中　　大 28 Bl 東　京 ? 2010．6．23○
　’当該高裁支部長のあと，山口家所長→広島高総括→広島地所長→広島高総括の順で就任。
＊’ 槙Y高裁支部長のあと，広島高総括→松江地家所長→広島高総括の順で就任。
＊’＊ 槙Y高裁支部長のあと，広島高総括→岡山家所長一広島高総括の順で就任。
　†藤原吉備彦は戦後の司法修習ではなく戦前の司法官試補から任官。
゜。??????
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基礎資料4　歴代福岡高裁宮崎支部長
No， 氏　　名 生年 性別 出身大学
?
級班 定着地 総局ﾇ長 任 免 地　家　所　長 高総括 高長官 退職形態
1 中久喜俊世 1920
?
東　　大 輪1 Al東　京 ? 1973．5．1 1976．3．6宮崎地家 ? ? 依願退官
2 栗山　　忍 1925
?
京　　大 2 Al東　京 X 1976．3．6 1977．7．1山形地家，神戸家 大　阪 × 定年退官
3 柏井　康夫 1917
?
東　　大 2 S3東　京 × 1977．7．11978，7．10宮崎地家，佐賀地家 X X 定年退官
4 舘　　忠彦寧 1926
?
東北大 2 A1東　京 × 1978．7．101980，2．25津地家，名古屋家 名握凍京 × 依願退官
5 古川　純一 1925
?
九　　大 3 A2東　京 × 1980．2．251982．5．21宮崎地家，長崎地 X × 依願退官
6 西内　辰樹 1922
?
京　　大 2 A2大　阪 X 1982．5．21 1985．4．23松山家 × × 定年退官
7 秋吉　重臣 1925
?
不　　明 2 A2東　京 X 1985．4．231986．2．1 × ? × 依願退官
8 安藝　保壽 1924
?
京　　大 4 Bl 高　松 ? 1986．2．1 1988．8．1 × ? × 依願退官
9 金沢　英一 1933
?
東北大 9 A2福　岡 X 1988．8．11991．9．19長崎家 福　岡 × 在官中死亡
10奥村　　誠 1932
?
京　　大 10 A1東　京 X 1991．9．19 1993．8．24宮崎地家 X × 在官中死亡
11鐘尾　彰文 1932
?
中　　大 11 B1 大　阪 X 1993．8．24 1995．6．30山口家，山口地 × × 定年退官
12川崎　貞夫 1932
?
不　　明 11 B1 福　岡 X 1995．6．30 1997．1．10× × X 定年退官
13根本　　久 1934
?
東　　大 14 A2東　京 X 1997．1．111997．8．1大分地家 X X 定年退官
14篠森　真之 1934
?
不　　明 17 Bl 広　島 X 1997．8．1 1999．4．1 × X × 依願退官
15海保　　寛 1937
?
中　　大 18 A2福　岡 × 1999．4．12000．7．20鹿児島地家 × × 定年退官
16岩垂　正起 1940
?
東　　大 20 Bl 東　京 X 2000．8．12003．9．30水戸家 X × 定年退官
17岡村　　稔 1943
?
早　　大 24 A2東　京 X 2003．9．3020 5．12．12lll形地家，前橋家 × × 依願退官
18櫻井登美雄 1944
?
学習院大 25 Al東　京 X 2005．12．122006．3．16ll旧地，静岡家 × × 定年退官
19竹田　　隆 1949
?
京　　人 26 A2大　阪 X 2006．3．162009．9．28 広島○
20横山　秀憲 1948
?
不　　明 27 A2福　岡 X 2009．9．28○
＊当該高裁支部長のあと，津地家→名古屋高総括→名古屋家→東京高総括の順で就任。
?????????????、?
b∂??
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基礎資料5　歴代福岡高裁那覇支部長
Nα 氏　　名 生年 性別 出身大学
?
級班 定着地 総局ﾇ長 任 免 地　家　所　長 高総括 高長官 退職形態
1 藤井　一雄 1920
?
東　　大 輪1 S3東　京 ? 1972．5．15 1973．11．1新潟家 東　京 × 依願退官
2 森　　綱郎 1924
?
東　　大 2 A1東　京 × 1973．11．1 1975．5．15旭川地家，前僑地，東京高，水戸地 東　京 × 定年退官
3 高野　耕一 1924
?
東　　大 5 A1東　京 ? 1975．5．151977．4．1那覇家東京高，福島地 東　京 X 定年退官
4 門馬　良夫 1927
?
東北大 7 A1東　京 ? 1977．4．1 1979．4．1東京高，東京家総括，新潟家V潟地，仙台家，仙台地 X × 依願退官
5 藤原　康志 1927
?
中　　大 6 A2東　京 × 1979．4．1 1981．4．1東京高，横浜家総括 × X 定年退官
6 新海　順次零 1929
?
中　　大 6 A2東　京 × 1981．411983，4．1東京高，松山地 福岡，広島 ? 定年退官
7 惣脇　春雄 1926
?
明　　大 8 A2大　阪 × 1983．4．1 1985，4．1大鵬大阪鶏瓶熊穐奈良埴家 ? ? 定年退官
8 佐藤　安弘牌 1932
?
京　　大 10 A2東　京 × 1985．4．1 1987．4．1福岡高，長崎地 福　岡 × 依願退官
9 大城　光代 1933女 日　　大 外1 A2福　岡 × 1987．4．1 198a　6，1那嚇ζ那覇塩静岡家横浜家 × × 定年退官
10西川　賢二 1932
?
京　　大 15 S3大　阪 × 1989．a11992．4．1大阪高，松山家 広島，大阪 × 定年退官
11東　　孝行 1933
?
神戸大院 16A2大　阪 × 1gga　411994．4．1大阪高，熊本家 広　島 × 定年退官
12大塚　一郎 1934
?
早　　大 18 A2東　京 × 1994．411996，517熊本家 広　島 × 定年退官
13岩谷　憲一 1935
?
京　　大 21 B1 大　阪 × 1996，5171999．2．9大分地家 × × 定年退官
14飯田　敏彦 1944
?
東　　大 22A1東　京 ? 1999，2．9 2000．4．1東京高，新潟家 × × 依願退官
15大谷　政治 1945
?
大阪市大 23A2大　阪 ? 2000．412002．4．1長崎家，和歌山地家 大　阪 × 依願退官
16渡辺　　等 1948
?
中　　大 24A1東　京 × 2002．412004．2．16徳島地家 大阪，東京 × 依願退官
17窪田　正彦 1947
?
岡山大 25A2大　阪 ? 2004．2．162005．12．6長崎家，広島家 広　島 × 依願退官
18小林　正明 1949
?
京　　大 26Al札　幌 × 2005．12．600τ630那覇地，熊本家 広島○
19河邉　義典 1949
?
京　　大 28 S3東　京 X 2007．6．30201α8．21松山地○
20橋本　良成 1949
?
不　　明 31 A1広　島 X 2010．＆21○
’当該高裁支部長のあと，東京高→福岡高総括→松山地所長→広島高総括の順で就任。
“＊ 槙Y高裁支部長のあと，福岡高→福岡高総括→長崎地所長→福岡高総括の順で就任。
爆
oo????????
（??）
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基礎資料6　歴代仙台高裁秋田支部長
No． 氏　　名 生年 性別 出身大学 期 級班 定着地 総局ﾇ長 任 免 地　家　所　長 高総括 高長官 退職形態
1 中島　卓兜＊ 1918
?
東　　大 輪1 A2東　京 X 1974．4．171976．10．1青森地家 仙　台 × 依願退官
2 中島　　恒艸 1924
?
東北大 2 Al 東　京 X 1976．10．11979．4．2盛岡地家，横浜家 仙台，東京 ? 依願退官
3 福田　健次＊紳 1923
?
中　　大 2 A2東　京 × 1979．4．21982．L30秋田地家，名古屋家 仙　台 × 定年退官
4 伊藤　和男† 1927
?
東　　大 4 A2仙　台 × 1982．1．301984．6．1山形地家，仙台地 仙　台 × 依願退官
5 石川　良雄 1929
?
早　　大 6 A2仙　台 × 1984．6．11986．10．5金沢家 仙　台 × 任期終了退官
6 野口　喜蔵 1926
?
中　　大 8 A2仙　台 × 1986．10．51988．4．1青森地家 ? × 依願退官
7 櫻井　敏雄 1931
?
東　　大 8 A2仙　台 X 1988，4．11990．9．1 X × × 依願退官
8 小林　啓二†† 1935
?
東北大 13 A2仙　台 × 1990．9．11992，3．31盛岡地家，仙台地 仙　台 × 定年退官
9 武藤冬上己 1936
?
東北大 14 A2仙　台 × 1992，3311995．6．19盛岡地家 仙　台 X 定年退官
10松本　朝光 1934
?
学習院大 15 A2仙　台 X 1995．6．191996」1．7福島家 × × 定年退官
ll守屋　克彦 1934
?
東北大 13 Bl 仙　台 X 1996．11．7 1999，9．25× X ? 定年退官
12小野　貞夫 1946
?
中　　大 22 A2仙　台 X 1999．9．262001．12．18秋田地家 仙　台 X 定年退官
13矢崎　IE彦 1941
?
東　　大 22 Bl 東　京 × 200Ll2」8004．11．3福島家 × × 定年退官
14畑中　英明 1951
?
不　　明 27 Al 仙　台 × 2004．ll．1020 7．3．31 X × ? 任期終了退官
15竹花　俊徳 1947
?
中　　大 28 B1 東　京 × 2007．4．12009．5．25水戸家，静岡家○ ．獄　1
16高野　芳久 1948
?
中　　大 27 Bl 東　京 × 2009．5．25 2011．2．23新潟家○ 鳩1「 C
17卯木　　誠 1950
?
東　　大 30 A2仙　台 × 2011．2．23?
　零当該高裁支部長のあと，仙台高総括→青森地家所長の順で就任。
”当該高裁支部長のあと，盛岡地家所長→仙台高総括一東京高総括→横浜家所長の順で就任。
’” 槙Y高裁支部長のあと，仙台高総括→秋田地家所長→名古屋家所長の順で就任。
　†当該高裁支部長のあと，山形地家所長→仙台高総括→仙台地所長の順で就任。
††当該高裁支部長のあと，盛岡地家所長→仙台高総括→仙台地所長→仙台高総括の順で就任。
??????????????????
基礎資料7　歴代知財高所長??
No． 氏　　名 生年 性別 出身大学 期 級班 定着地
総局
ﾇ長 任 免 地　家　所　長 高総括 高長官 退職形態
1 篠原　勝美 1944
?
東　　大 21 A1東　京 × 2005．4．12007．5．23函館地家 ? 福岡 定年退官
2 塚原　朋一 1945
?
一橋大 22 A1東　京 × 2007．5．232010．8．20釧路地家，甲府地家 東京，知財 X 定年退官
3 中野　哲弘 1947
?
東　　大 23 A1東　京 × 2010．8．21○ 青森地家，宇都宮地 東京，知財 げ騰霧
゜。???????
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